
水稲の平置き出芽法における被覆資材および温度管理

1．試験のねらい

　　本県では水稲の育萬段階で、省カ的な平置き出芽法が普＝及しつつあるが、出芽期間の被覆資材

　の種類によっては床土温度が高温になり出芽がうまくいかない。そこで、出芽期問中の高温が出1

　芽に及ぼす影響を調査し、さらに床土が高温にたり遇ぎない被覆資材を開発し、安全た平置き出

　芽法を確立する。

2．試験方法

　　出芽期間中の高温の影響は平成元年および3年、新被覆資材による出芽長・床土温度調査は平

　成3年、出芽法の違いによる苗および本田生育の違いは平成2年に試験を実施した。

　（1）出芽期間中の高温処理の影響

　　　平成3年5月22則こシャーレに播種　高湿・高温条件（43℃、湿度95％）

　　　処理目数：2，4目　処理時間：O，1，2，3，4，5，6時間

　　　高温条件以外は28℃、湿度90％（高温処理の前処理時問45～60分）

　　　平成元年には高温・低湿度条件（43℃、熱風循環）で同様な処理で実施

　（2）新被覆資材にょる出芽調査および床土温度調査

　　　播種：4月25日（播種量1509■箱）　供試品種：コシヒカリ

　　　被覆資材：シルバーラプ井80、シルバーポリ井100、新資材シルパーラブ＃90

　（3）出芽法の遼いによる苗および本田生育の違い

　　　出芽法：育菌器、積重ね出芽、平置き出芽　播種量：1309．1709■箱

　　　供試品種：コシヒカリ　灌水量：少、中（1目1回約1リットル■箱）、多

　　　耕種概要：6月19日播種、7月6目苗調査および移植、移植後20目本田生育調査、

　　　1区1箱2反復、育苗および本田施肥は標準

3．試験結果およぴ考察

　（1）出芽期間中の高温の影響：湿度の低い条件では高温（43℃）によって出芽がかなり抑制さ

　　れるが、高湿条件では2日処理で出芽に影響は出ず、3時間程度ならぱ4目でも抑制程度は軽

　　かった。またその場合，高温に遭遇している間生育は一時停止しているものと推察された（第

　　2表、第3表）。

　（2）新被覆資材の開発：従来の遮光率80％のアルミ・ポリ三層フィルム十不織布では日中に床

　　土温度が4パCを越える場合があるので、メーカーと協カし遮光率90％（不織布込みで95

　　％）を開発した。これを被覆した場合、通常の条件では床土温度は40℃を越えなくなった

　　（第1図、第1表）。

　　　シルバーラブ＃90の特性：シルパーポリトウ＃90（O．07㎜厚）アルミ・ポリ三層フイ

　　ルム、遮光率90％十ラブシート（不織布）遮光率35～40％の上下掛げ　全体の遮光率

　　95％
　（3）平置き出芽法と他の出芽法との商質の差：平置き出芽法は育苗器出芽や積重ね出芽に比べ出

　　芽長のばらつきがやや大きいが、移植後の初期生育も含め実用的な差はなかった（第1表、第

　　4表）。

4．成果の要約

　　平置き出芽法の出芽期問中の床土温度は、43℃で3時間、4日程度の高温に遭遇しても問題

　なかった。また平置き出芽法の被覆期間中に床土が高温になりにくい被覆資材を開発した。平置

　き出芽法による苗と従来の出芽法の苗との実用上の差はなかった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（担当老作物部山口正篤・福島敏和）
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馬1図　出芽期問中の床土温皮の握移
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第3表　出芽棚間中の高温処理と出芽状況及ぴ箇胴蛮

（1991　高湿度奏…‘宇）

蛎2表蔵醐理と出芽

u989固破粂㈹
・処理　出芽艮

蜘0　mm　傭考
高温高温 芽長CV 浸長未伸長 菌蘭査

日敏時間 C　m ％ cm籾 ％ 丈㎝菜令

0　　0 4．6 21．8　6．8 5．2 11．9 3．O

1 4．9 18．5 5．6 4．6 12．5 3．0

2 4．9 19．2 5．9 6．8 12．8 3．2

2　　3 5．7 12．9 5．7 7．8 13．7 3．6

4 5．3 16．2 6．O 45 12．1 3．3

5 4．8 16．9 5．3 5．6 13．3 3．2

6 4．9 13．4 5．6 5．0 13．9 3．3

1 4．2 21．9 3．3 6．4 11．7 3．2

2 3．9 22．8 43 3．0 1止0 3．5

4　　3 4．0 19．6 3．6 4．5 11．9 一3．4

4 3．8 22．5 3．0 4．8 11．6 3．1

5 3．3 20．9 3．4 6．8‘ 13．1 3．2

6 3．3 21．1 2．5 5．9 10．8 3．2

45．3高渇処固

7，338㎜
5．0処理外

6，8　30℃
1．3

1．1

注）出芽状況は掃栖後6圓、箇蘭査は活独後298後
　　未側1長籾は1cm以下

第4爽出芽法及ぴ育酉条件による酋の生育の違い（1990）

処理粂件 箪丈 葉数　乾物皿 乾物皿恨の慨察調査 恨乾物皿
C㎜ 牧　g／100本 ／箪丈 摂張リ 細恨且9／100本

出芽法 育衡器 18．O 2．9　　1．28 7．09 3．3 2．1

積皿ね 17．8 2．6　　1．25 7．01 3．3 2．1 0．45
平置き 16．2． 2．7　　1．23 7．61 3．5 2．1’ O．43

椛水且 多 16．8 2．6　　1．24 7．37 3．1 1．3 O．36
巾 18．5 2．8　　1．29 7．01 3．3 2．2

少 16．7 2．7　　1．23 7．32 3．6 2．8 0．43

搬秘且 130 17．4 2．8　　1．30 7．45 3．3 2．2 0．仙
170 17．3 2．6　　1．21 7．OO 3．4 2．0 0．39

商温・多・170 20．O 2．3　　1．18 5．89 3．0 i．0 0．23

注）6月搬狐、紐緬後20日、各2反彼の平均、恨の鰯察は1 （｛ク）～5　（多）
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